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要 旨

近年の 「ゆ とり教育」 の方針 によ り小 ・中学校、高校 における各科 目の指導実施要綱

の内容が以前 より少な くなっているな どの影響 か ら、大学 ・短期大学に入学後、それ以

前の基礎学力の欠如によ り、授業の理解が追いつか ない、授業 についていけない という

学生が多 く授業運営に支障を きたす等の問題が全国の大学 ・短期大学で多 く見 られてい

る。本学(大 手前短期大学)で もそ ういった事情 は例外 ではな く、特 に基礎学力の低下

が就職活動等 にも影響 を及ぼ してお り、基本的な知識 を問う筆記試験等を学生が クリア

できず就職率に影響が出るな ど、教育、就職の両面か ら基礎学力 を補完するための対策

をとる必要に迫 られていた。

そこで本学では平成19年 度入学生対象に、小 ・中学の範囲の計算問題 を理解 させ、解

くことがで きるようにさせ るため に数学(計 算問題)の 入学前 ・リメディアル(補 完)

教育 を実施 した。平成19年 春学期(4月 ～7月)に 行ったその実施内容 と補習授業への

出席率等の結果について報告する。

キーワー ド 補完教育、 リメディアル教育、入学前教育、基礎数学

1.リ メデ ィアル教 育実施 の概 要

1.1リ メデ ィアル教育実施 に至 る経緯

近年、 「ゆ とり教育」の方針 によ り小 ・中学校、高校 にお ける各科 目の指導実施要綱

の内容が以前 よ り少 な くなっていること、 また早期の推薦 ・AO入 試 により合格が早 々

に決 まったため高校での勉強の意欲が停滞するなどの傾向が生 じることより、大学 ・短

期大学 に入学後、それ以前の基礎学力の欠如か ら授業の理解が追いつかない、授業 につ
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いていけない という学生が多 く、授業運営 に支障をきたす等の問題が全 国の大学 ・短期

大学で多 く見 られるようになった。 また、基礎学力の低下が就職活動等 にも影響 を及ぼ

し、基本的 な知識を問 う筆記試験 等を学生が クリアで きず、その大学の就職率 に影響が

出る事態 も起 こっている。そのため、 「学力 の底上げ」 のために何 らかの対策 をuじ て

いる大学 も増 えて きてお り、入学予定者 に対 して、入学 までの学習 を指導す る「入学前

教育」、入学後 も基礎学力 を補完す るための授業を実施する 「リメデ ィアル教育」等が

重要視 されつつある。

本学(大 手前短期大学)で も基礎学力の欠如に関す る上記の事情 は例外ではな く、特

に小 ・中 ・高で学習す る基本的な学力 を補完するための対策をとる必要に迫 られていた。

そこで本学では平成19年 度入学生対象に、簡単 な計算問題 を理解 させ、解 くことがで

きるようにさせ るための 「数学 ・基礎」(以 下 「数学」)の 入学前 ・リメディアル教育 を

(正課授業外で)実 施するこ とにした。本文では平成19年 春学期(4月 ～7月)に 行 っ

た数学教育 についてその実施内容 と補習授業へ の出席率等の結果について報告する。

以下で は入学前教育 とリメディアル教育 を総称 して 「リメデ ィアル教育」 と呼ぶ こと

にする。

1.2リ メデ ィアル教育の実施分担

数学の学習範 囲 ・内容の選定、補習授業の実施計画、出欠管理等は主に筆者(佐 々木)

が担当 した。

テス ト ・教材作成、答案分析、補習授業の実施 は、近畿一円で各種学校、企業等で基

礎 ・資格講座の講師派遣 ・カリキュラム作成を手がけている(株)イ ング ・ライセ ンス

アカデ ミー(以 下イング社)に ご協力 をお願い した。

2.リ メデ ィアル教 育 の内容 ・実施 の流れ

2.1学 習の範囲

小 ・中学校 で学習す る基本的な算数 ・数学の範囲の修得を 目的に、本学の授業 を受講

し内容 を理解す る上では もちろんのこ と、社会に出る前 にはぜひ理解 しておか なければ

な らない基本事項 とい うことで、以下の範囲(主 に計算問題)の 学習 を目標 とした:

①四則演算 ②小数⇔分数の変換 ③比の計算

④速度算 ・時間の変換 ⑤一次方程式 ・連立方程式

この範囲で入学前課題の問題集(解 説 ・問題41ペ ー ジ、解答2ペ ージ)を 作成 した。
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2.2実 施の流 れ

実施の流れは、以下の通 りであ る。

1.入 学前に数学問題集を入学予定者 に配布 し、入学 までに学習 して もらう

2.入 学後の4月 のオリエ ンテー シ ョン時に一斉 テス トを行 い、採点結果 より各学生の

弱点 を分析する

3.答 案の分析 をもとに、分野 ごとの補習授業 を実施 し、対象者 には出席 させ る

2.3補 習時間の確保

本学で は1年 次必修科 目として 「フォーラムA(春 学期)」 「同B(秋 学期)」 を開講

してい る。 この科 目では一・人の専任教員が20名 前後の学生を担当 し、主に2年 間の短大

生活 を充実 した ものになるよう自己発見のための レポー ト作成 ・発表等 を指導 した り、

学校生活 を送る上での相談 に全体 ・個別対応 した りしている。平成17・18年 度 は各90分

1単 位の授業 として前 ・後期火曜 日1時 限(9:10～10:40)に 開講 していたが単位数

と授業実施時間の整合性 をとるため、平成19年 度以降は45分1単 位の授業 として開講す

るよう学則 を変更 した。

開講時限は火曜 日1時 限だが、従来のフオー ラムとしての授業 は10:00～10:45に 行

う。 ただ し学年全体で実施する内容等 について は従来通 り9:10～10:40に 行 う。全体

会のない日の9:10～9:55は 補習授業 を実施、対象者以外の学生 には担 当教員による

個人面談等の時間に充てることとした。

従 って、補習授業 は正課授業外で行 うことにな り、単位認定等 は行わない。ただ し、

各学生の一斉テス トの結果、出席対象 となる補習授業 日程の連絡、補習授業への出席の

指導等は、各 フオーラム クラスにて担 当教員 にお願い した。

2.4入 学前課題の配布

本学は平成16年 度よ り 「ライフデザイン総合学科」に学科変更 し、 カリキュラム自由

選択 を大 きな柱 とした 「ユニ ッ ト自由選択制」 をとっている。そのため、同年度入学者

(推薦入試等で合格が決定 してい る者)を 対象 に12月 ～3月 の入学前の時期 に 「入学前

オリエ ンテー ション」 を実施 し、短大2年 間で履修する科 目群 を入学 までに本人に考 え

て もらうための履修方法 ・系(科 目群)の 内容等 を説明 している。

今年度はその入学前 オリエ ンテー ション時 に前 出の入学前課題の問題集 を配布 した。

4月 の入学 までに 自宅で この問題集 で計算 問題の学習 をす るこ と、入学後のオ リエ ン

テーシ ョンで この問題集の内容 をもとに全員対象 に一斉 テス トを行い、その結果 を分析

した結果、理解が不十分な分野 については補習授業 を行 うのでその授業 に出席すること

を併せて説明 した。
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2.5一 斉テス トの実施

平成19年4月2日 の全体 オ リエ ンテーシ ョンの午後 に上記範 囲の数学テス トを、1年

生全員(324名)を 対象に60分 間で実施 し、319名 が受験 した(出 題 した問題は添付資料

に記載)。

配点 は

①四則計算(30題/30点)② 分数 ・小数の変換(10題/10点)

③比の計算(10題/10点)④ 速度算 ・時間の変換(30題/30点)

⑤一次方程式 ・連立方程式(15題/20点)(計95題/100、 点満点)

とし、総得点が70点 未満の者 は補習授業への出席対象者 とした。

3.実 施結 果

3.1答 案の分析

上記答案を分析 した結果、以下の点数分布 となった。

点数 90～100 70^-89 60～69 50^-59 40^-49 0^-39 合 計

人数 35 122 56 38 41 27 319

% 11% 38% 18% 12% 13% 8% iO4%

表1数 学テス ト(H19.4.2実 施)結 果

す な わ ち、70点 以 上が157名(49%)、70点 未 満 が162名(51%)と い う結 果 となっ た。

答案 を分析 した結 果、 イ ング社 は以 下 の総評 を出 して い る:

「四則計算 においては、7割 の学生は問題視す るレベルではない と判断できるが、少

数や分数の変換 に苦労 している者 も多い。一番の問題点は、文章が出て くる問題が解 け

ない事 である。 また時間の変換が出来ない学生が 目立つ。これは、国語力 も影響 してい

ると考えられる。今後就職試験のSPIに 取 り組む うえで も、今の うちにきちん と理解

す る必要がある。」

3.2補 習授業の回数 と内容、補習対象者

フォーラムAの 全体会等の 日程を勘案 し、補習授業 は以下の9回 の内容を実施す るこ

ととした。
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回 内容 対象者数

田 ①四則計算 66

[21 ②小数⇔分数の変換 71

[3] ③比の計算 102

囚 ①+② ÷③確認テス ト 102

[5」 ④速度算 ・時間の変換 167

[6] ⑤1次 方程式 ・連立方程式 164

[71 ④+⑤ 確認テス ト 167

[81 総復習 71

19] 総合問題 71

表2補 習授業の内容

上記表の ように、以下 では各回の補習授業は[x](「回 目の補習授業」等)と 表記す る。

この9回 の うち

1)一 斉 テス トの点数が50点 未満の者 は全9回([1]～[9])の 補習授業が出席対象

2)点 数が60点 未満の者 は、③比の計算 ・①+②+③ 確認テス ト ・④ 時間の変換 ・⑤方

程式 ・④+⑤ 確認テス ト([3]～[7])の5回 の補習授業が出席対象

3)点 数が70点 未満の者 は④ 時間の変換 ・⑤方程式 ・④+⑤ 確 認テス ト([5]～[7])の

3回 の補習授業が出席対象

とした。各回の対象者の人数を上記表 に併せて記 した。ただ し、分野分析 に より補習免

除の回がある場合があ る。

3.3補 習実施 スケ ジ ュール

以 下 の スケ ジュー ルで補 習授 業 を実 施 した。 フ ォー ラム全 体 会や 各 クラスで の個 別活

動 の 日程 に よ り、5/8～5/22([2][3])は フ ォー ラム15ク ラス をA～Cの3班 に 、

5/29～7/3([4]～[7])はA'～D'の4班 に教 室 を分 け た。 下 の 表 にお い て 「一」 は

全体 会 や ク ラス活 動等 に よる空 きを表す 。下 の 表 の1マ ス;1補 習 ク ラス(フ ォー ラム

クラス と区別す るた め に、補 習授 業 の場 合 は 「補 習 クラ ス」 と記す)に つ き1教 室 、 イ

ング社 よ り1名 講 師 を手 配 し授 業 を実 施 した。 その 結果 、述 べ23補 習 クラス の授業 を実

施 した 。
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4!17}田66名

A班(5ク ラス) B班(5ク ラ ス) C班(5ク ラ ス)

5/8 一 [2]24名 [2]21名

a/15 【2J26名 一 【3】32名

5122 [3]35名 [3]35名 噂

A'班(3ク ラ ス) B'班(4ク ラ ス) C'班(4ク ラ ス) D'班(4ク ラ ス)

5/29 " 」4]23名 [4」27名 [4125名

6/5 (4]27名 曽 [5]42名 [5j45名

6/12 [5]38名 [5]42名 胴 [6145名

6/19 [6J38名 [6]40名 (641名 噛

7/3 【7180名 [η87名

7/17 [8)71名

7/24 [9]71名

表3補 習授業スケジュー一ル

3.4補 習授業の出欠状況

出席者が記入 した出席 カー ドをイング社 の担当講師が 回収す る形で毎回出欠 をと り、

それをもとに各学生の出欠や出席者数 ・出席率を集計 した結果 を各 フォー ラム担当教員

に連絡 した。その出欠状況 をもとにフ ォー ラム担 当教員 には対象 の補習授業へ 出席す る

よう随時指導 していただいた。

各分野における出席者数 ・率は以下 の通 りである。出席者数 は各回 ごとに(実 施 した

日が異なっていても)合 計 した ものであ る。出席者に補習対象外 の出席者 を含 むため、

全 出席者数 と対象者 中出席者数のデータを以下に記 した。なお、出席率はいずれ も対象

者数 に対す る率 である。

回 囎
出席者数 ・率(各 回) 出席者数 ・率(累 計)

騰 率

_:_..

蠕

率 騰 率

___..

蠣

率

田 66 si 82.4% 58 87.9% 61 92.4% 58 87.9%

Ill 71 56 78.9% 56 78.9°/a 117 85.4% 114 83.2%

[3] 102 77 75.5% 76 74.5% 194 S1.2% 19Q 79.5%

[4J iaz 78 76.5% 78 76.5°/a 272 79.8% .: 78.6%

[5] 167 127 76.0% 127 76.0% 399 78.5% 395 77.8%

[6] 164 126 76.8% 126 76.8% 525 78.1 521 77.5%

[71 167 107 64.1% 107 64.1% 632 75.3% 628 74.9%

[gl 7韮 30 42.3% 28 39.4% 662 72.7% 656 72.1%

【9] 71 24 33.8% 23 32.4°/a .:・ 69.9% 679 69.2%

表4各 回における出席者数 ・出席率
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グラフ1各 回の出席率(全 出席者 ・対象者 ・各回 ・累計)

出席率 は最初 の6回 が70%以 上 とな り、延べ出席率(全9回 の累計の出席率)も 約

70%で あった。

3.5補 習授業の効果(確 認 テス トの結果)

[4][7]回 に各範囲の確認テス トを行 った ときのデー タを以下に記す。いずれ も各 回

の授業 において最初の10分 間を簡単 な復習、25分 間の テス ト、残 りの10分 で担当講師の

指導の下 自己採点 という形をとった。その結果、いずれの回 も平均点が80点 を超 えた。

実施方法、問題数、時間、採点方法等、一斉 テス トと条件が異 なるので単純に各学生の

向上 の度合い を比較するものではない ものの、補習授業 の効果が現れ、計算問題の実力

が向上 しているとみなす ことがで きるのではないか と思 われる。

回(内 容) 対象者数 受験者 小問数 平均点

[41(① ②③確認テス ト) 102 78 25問(1問4点) 85.8

[71(④ ⑤ 確認 テス ト) 167 96 20問(1問5点) 83.5

表5確 認テス トの実施結果

3.6補 習授業実施側 からのコメン ト

補習授業の実施 につ いてのイング社 のコメ ン トは以下の通 りである.

1)中 学生以来数学を全 く勉強 していなかった学生が多 く、学生 自身にも学力 を再認識

させる結果を得る機会が持てた。

2)苦 手意識 を持 っていた学生が勉強す る機会 を得て、改めて勉 強す ると理解 し苦手意
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識 を克服 した り、 自宅で も勉 強 しているとい う意見があった。

3)少 数ではあるが、席 に着 くな り化粧 を始めた り、鏡 を見なが ら髪型 を整 えるなど補

習授業の 目的を理解 していない学生 もいた。

4)全 体的に文章題が解 けない(国 語力 ・語彙力の低下 した学生が 目立 った)。

5)補 習の出席率は概ね70%を 超え、大方の学生は入学前 よ り着実 に力 をつ けた。

4.ま と め

4.1総 括

本学ではこういった リメデ ィアル教育 を実施す ることは初めての試みであったため、

出席率が低下す るなど、様 々な問題が起 こるのではないか と思われたが、出席率か ら見

ると数学(計 算問題)の 基礎 を補完す るとい う当初の 目的は達成で きたのではないか と

考え られる。

私見ではあるが、入学前か ら直後にかけて、数学テス ト・補習授業 とあ まり期間をお

かず に実施で きたことが高い出席率につ ながった要因の一つではないか と思 う。 この時

期 はまだ数学テス トや補習へ出席するよう学生に指導 して も、 こういった教育への学生

の理解 度に個 人差があ るとはいえ、あま り抵抗 な く受け入れ らた ように思 う。

当初は数学の補習 とい うことに抵抗 を感 じた学生 も多かったが、回が進むにつれて、

小 ・中学校であま り勉強 しなかった範囲 を復習 し、理解で きるようになるにつれて、学

生の意識 も変わって きた ように見受け られる。基本的な計算力の勉強や復習がで きると、

好意的な意見が実際に学生 ・教員か らい くつか聞かれた。

とはいえ、補習授業へ の出席 の 目的が十分理解で きない学生 もお り、補習クラスでの

授業で もそ ういった学生が授業に集中 してお らず、真面 目に受講 している学生 にあま り

いい影響 を及ぼ していない とい う報告 を担 当講師か らも受けている。 また、毎週実施す

る授業の対象 クラスや教室が変わるため、学生側が混乱 した部分 もあった。今後は実施

日程 ・教室 など、学生へ の連絡はよ りきめ細やかに配慮する必要があるか と思 われる。

また、 これか らはフォー ラムクラスにおいて受講態度の注意、補習授業実施 日程 ・教室

などの連絡 を、よ りきめ細か く行 うことが必要であ ると思われ る。

今後 も実施内容 ・補習対象基準等の議論はいろいろ起 こる と思われるが、学生の基礎

学力補完のためによ り効果的な授業がで きるよう、実施方法 を改善 してい く方針である。

4.2秋 学期の補習授業の実施

以上、春学期 における数学 リメデ ィアル教育の実施内容を述べ たが、秋学期(9月 ～

2月)に も数学 リメディアル教育 を継続することになった。内容は数学の文章題、特 に
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SPI試 験か ら頻出 される範囲の問題について春学期 と同様、一斉 テス ト・答案分析 ・

補習授業 の実施 を行 うとい うものである。実施内容 と結果については後に報告す る予定

である。
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本学 の数学 リメデ ィアル教育に全面的 にご協力いただ きました(株)イ ング ・ライセ ンス ・

ア カデ ミー様、随時 ご支援 とご助言 をいただ きま した高澤圭一先生、各 クラスの フォーラム担

当教員 の先生方 に深 く感謝いた します。
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添付資料:数 学一斉テス ト(60分:平 成19年4月2日 実施)【 全4ペ ージ(解 答は略)1

巨]次 の計算をせ よ。

(」.)27x14

(3)448:-32

(5)4.3x.8

(7)3200×2.4

(9}2.4ニ0.08

131(11)
一+一 一 一

346

2(13)レ
ー

7

1_1(15)2=
x1=

43

(2)2340×520

(4)48500=250

(6)0.12x1.3

(8)9.18=3.4

(IO)11.34ニ2.7

3_27(12)3
--2-+-

5330

32(14)
一 ×一
・

33(16)
一 ÷-

45

133(
17)3==1=(ra>=-6
424

1.377.2.1(19)2
-×1-÷ 一(zo)=-1=-1=

3510935

(21)7=4x8

(22)8=4=5×2=6×10

(23)4十6x2(24)24=8十2x3

(25)-3十2(26)-4十2十5-3-}-6-r

(27)(-4)x(+3)x(-2)(28)(-3Z}{-6)x{-2)

(29)-2x+1-Sx-4

(30)3(2x-5)-2(x-4)
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回 次の各問に答 えよ。3次 の各問に答えよ。

(1)1を 小 数 で 表 せ 。
4

(2)5を 小 数 で 表 せ 。8

(3)0.15を 分 数 で 表 せ 。

(4)0.004を 分 数 で 表 せ 。

(5)14121の 比 を か ん た ん に せ よ 。

(6)5:iの 比 を か ん た ん に せ よ 。
64

(7)3:5=7:xの と き 、xは い く ら か 。

(8)x:10=31-:22一 の と き 、xは い く ら か 。53

(9)A:B=・4二3、B:C=2:5の と き 、

A:B:Cの 比 を 求 め よ 。

(10)A:B瓢4:3、A:C=5:1の と き 、

A:B:Cの 比 を 求 め よ 。

(ユ)次 の表の①～⑥ を埋めよ。

小 数 0.3 0.45 0,123 0

分 数 J

ユ0

45

goo

123
-

1000

55

100

百分率 0 45% OO ⑥

歩 合 3割 0 ④ 5割6分

(2)400gの3%は 何gか 。

(3)1800円 の25%は い く らか。

(4)1200円 の3割 はい くらか。

(5)160人 の3割5分 は何 人 か。
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4次 の 各 問 に答 え よ。

(1)4時 間25分 は何分ですか。

(2)1時 問32分48秒 は何秒ですか。

(3)1。4時 間は何分ですか。

(4)3.7分 は何秒ですか。

(5)226分 は何時間何分ですか。

(6)1.34秒 は何分何秒ですか。

(7)12分 は何時間ですか。

(8)80分 は何時間ですか。

(9)10秒 は何分ですか。

(10)75秒 は何分ですか。

(11)3.7kmは 何mで すか。

(12)12000mは 何kmで すか。

(13)時 速3kmは 分速何mで すか。

(14)分 速6kmは 秒速何mで すか。

(15)時 速18kmは 秒速何mで すか。

(16)分 速50mは 時速何kmで す か。

(17)秒 速15mは 時速何kmで す か。

(18)時 速35kmで3時 間に進む道のりは何kmか 。

(19)分 速70mで30分 間 に進む道の りは何mか 。

(20)時 速80kmでi時 聞45分 に進む道の りは何kmか 。

(21)分 速60mで1分2Q秒 間 に進む道の りは何mか 。

(22)秒 速8rnで2分35秒 間 に進む道のりは何mか0

(23)時 速36kmでi5秒 間に進む道の りは何mか 。

(24)32kmの 道 の りを時速4kmで 進 んだときにかかる

時間を求めよ。

(25)480mの 道 のりを分速80mで 進 んだときにかかる

時聞を求めよ。

(26)20kmの 道 のりを時速6kmで 進んだときにかかる

時間を求めよ。

(27)秒 速15mの ロケッ1・が189km飛 ぶ のにかかる

時問を求めよ。

(28)分 速5700tnの 飛行機が855km飛 ぶのにかかる

時間を求めよ。

(29)24kmの 道の りを3時 間かかったときの速 さを

求めよ。

(30)3kmの 道 の りを50分 かかった ときの速 さを求めよ。
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匡]次 の方程式を解け。
(1)x+5e-3

(2)-3x.=15

(3)2x+6=・-4

(4)9-Sr=3x+3

(5)2(3x-8)=14

(6)3=1-(8-2x)

(7)4.2x-0.8=1.7x+4.2

(8)-0.04x+1=L2

(9)312_..x-一 一_x

423

(1。)x-4-2x-5=123

回 次の方程式を解け。
(1{1熟 己

J

膚!

1

=

一

む

飯

「

竺

κ

γ

4

モ
勿　

(3}r-3x+4y=13

0.Sx-3y=一 一4.5

(℃1窒2重'

43°b

(5環 τl

y=一,
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